
平成２８年度事業報告 

自 平成 28年 4 月 １日 

至 平成 29年 3 月 31 日 

 

［ 総括 ］ 

 

＃  平成 28 年度収支決算の結果は、収入２５４，７５８，３２１円に対

し、支出は２７２，４４０，７３５円で１７，６８２，４１４円の赤字

を計上しました。その結果、正味財産の期末残高は４６，０９４，４８

５円となりました。 

 

＃  公益目的支出計画については、法人移行時の公益目的財産額が 

７３，４８５，６９８円であったのに対して、28 年度の実施額は 

６，７４５，９２６円で、公益目的財産の残額はゼロとなり、公益目的

支出を完了しました。 

 

＃  事業内容を展望すると、自治体が保有する消防自動車、救急車、塵芥

収集車などを整備し直して開発途上国に贈与する、いわゆるリサイクル

援助事業が順調に推移しており、28 年度は 25 件 15 カ国に 63 台を贈与

することができました。事業規模は１６４，４７１，２１１円に上りま

す。 

また在外公館施設の保守管理事業については、28 年度分入札のうち

４案件を受注した結果、継続案件を含め、35 公館に技術者を派遣しまし

た。事業規模は５５，５３７，４４８円でした。 

 

＃  安定的な経営状態を確保するためには、①一般社団法人として財政の

基礎となる法人の会費収入が管理費のわずか１０％未満という現状を

改善すること。②途上国へのリサイクル援助事業の更なる拡大発展を図

ること。③公益法人として相応しい新規事業の起業につとめること。そ

のために民間有志からスポンサーを募って資金調達をはかること――

が喫緊の課題であります。 

  



［ 公益目的事業／継続事業 ］ 

１．国際知識に関する普及及び調査研究事業 

＃月例講演会の開催 － 国際情勢の研究と外交政策の広報 

原則として毎月一回、日本記者クラブにおいて国際問題講演会を開催してい

る。講師は主として外務省の幹部を招いて実施しており、外交政策の普及に

努めている。28 年度の開催実績は下記の通り。 

 

＃地方講演会 

10 月７日、水沢日本外交協会（岩手県水沢市）主催、外務省共催の地方講演

会が水沢グランドホテルで開催され、外務省中東アフリカ局長の上村 司 氏

が、「最近の中東情勢」の演題で講演した。 

 

２．在外公館支援に関する事業 

外務省の入札案件であるが、当協会の恒例事業となっている。 

＃在外公館施設におけるエンジニア派遣業務 ２件を受注 

＃自家発発電装置保守点検専門技術者派遣業務 ２件を受注 

28 年度は、計 55 名のエンジニアを 35 カ国（35 公館）に派遣している。 

 

派遣実績・国名及び公館名： 

【アジア・大洋州】（12 公館）ｲﾝﾄﾞ：ｲﾝﾄﾞ大、ｲﾝﾄﾞ：ﾁｪﾝﾅｲ総、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ：ﾒﾀﾞﾝ総、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ：ｶ

例会名

〔平成28年度〕

日付 講師　役職 講師氏名 演　　　　　題

6/20 6月例会 外務省 軍縮不拡散科学部長 相川　一俊 氏
　核なき世界に向かって
          －日本政府の取り組み－

4/18 4月例会 外務省　アジア大洋州局 審議官 垂　　秀夫 氏 台湾のこれから

9/12 9月例会 外務省 中東アフリカ局 アフリカ部 部長 丸山  則夫 氏
アフリカで初開催された
        ＴＩＣＡＤと日本の貢献

7/29 7月例会 外務省 中東アフリカ局 局長 上村　司 氏 ＩＳＩＬの脅威にどう立ち向かうか

11/16 11月例会 
前国際連合日本政府常駐代表
                             特命全権大使

吉川 元偉　氏 日本の国連加盟60周年を迎えて考える

10/12 10月例会 日本対外文化協会 理事 中澤  孝之 氏 日露関係の展望

3/31 3月例会 立命館大学客員教授 平井 久志 氏
金正男氏暗殺と相次ぐミサイル発射
   ～北朝鮮で何が起きているのか？

1/30 新年例会 外務事務次官 杉山 晋輔 氏 変貌する国際情勢と日本の外交

5/26 5月例会 前駐米大使（一社）日本外交協会顧問 藤崎　一郎 氏  　米大統領選挙の行方 

12/12 12月例会 前駐米大使（一社）日本外交協会顧問 藤崎　一郎 氏 トランプ大統領のアメリカと日本

2/10 2月例会 外務省北米局参事官 小野　啓一 氏 最近の日米関係とトランプ新政権



ﾝﾎﾞｼﾞｱ大、ｽﾘﾗﾝｶ：ｽﾘﾗﾝｶ大、ﾊﾟｷｽﾀﾝ：ｶﾗﾁ総、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ：ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ大、ﾓﾝｺﾞﾙ：ﾓﾝｺﾞﾙ大、

ﾗｵｽ：ﾗｵｽ大、東ﾃｨﾓｰﾙ：東ﾃｨﾓｰﾙ大、ﾄﾝｶﾞ：ﾄﾝｶﾞ大ﾏｰｼｬﾙ：ﾏｰｼｬﾙ大 

【中南米】（8 公館）ｷｭｰﾊﾞ：ｷｭｰﾊﾞ大、ｸﾞｱﾃﾏﾗ：ｸﾞｱﾃﾏﾗ大、ｺｽﾀﾘｶ：ｺｽﾀﾘｶ大、ｺﾛﾝﾋﾞｱ：ｺﾛﾝﾋﾞｱ

大、ﾊﾟﾅﾏ：ﾊﾟﾅﾏ大、ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ：ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大、ﾎﾞﾘﾋﾞｱ：ﾎﾞﾘﾋﾞｱ大、ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ：ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ大 

【アフリカ】（１4公館）ｱﾝｺﾞﾗ：ｱﾝｺﾞﾗ大、ｳｶﾞﾝﾀﾞ：ｳｶﾞﾝﾀﾞ大、ｴﾁｵﾋﾟｱ：ｴﾁｵﾋﾟｱ大ｺﾝｺﾞ民：ｺﾝｺﾞ

民大、ｼﾞﾌﾞﾁ：ｼﾞﾌﾞﾁ大、ｽｰﾀﾞﾝ：ｽｰﾀﾞﾝ大、ﾁｭﾆｼﾞｱ：ﾁｭﾆｼﾞｱ大、ﾅｲｼﾞｪﾘｱ：ﾅｲｼﾞｪﾘｱ大、ﾎﾞﾂﾜﾅ：

ﾎﾞﾂﾜﾅ大、ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ：ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ大、ﾏﾗｳｲ：ﾏﾗｳｲ大、ﾓｰﾘﾀﾆｱ：ﾓｰﾘﾀﾆｱ大、ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ：ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ

大、ﾙﾜﾝﾀﾞ：ﾙﾜﾝﾀﾞ大 

【欧州】（１公館）ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ：ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ大（大は大使館、総は総領事館） 

 

３．海外援助に関する事業 

＃リサイクル援助 

日本国内で役割を終えた消防自動車や救急車、塵芥収集車などを自治体から譲

り受け、整備し直して開発途上国に寄贈している。 

28 年度は別表のとおり、15 カ国に 25 件、63 台の車両を寄贈した（内訳：消

防車 21 台、はしご車 1 台、救助工作車 1 台、空港用化学消防車 1 台、地震体

験車 1 台、救急車 27 台、巡回診療車〔献血車〕1 台、塵芥収集車 10 台）。こ

のうち 5 案件については機材到着時に技術者を派遣して短期研修を行う。 

（表内、＊印は短期研修を実施） 

国 名 契約時期 要請団体 提供機材 

カンボジア H28年5月 プノンペン市 救急車 4 台 

フィリピン H28年10月 イロイロ市 救急車 1 台 

チリ H28年12月 チョンチ消防団 消防車 1 台 

アルゼンチン H28年12月 キルメス義勇消防隊 消防車 1 台 

ケニア H28年12月 キアンブ郡 塵芥収集車 4 台 

ミャンマー H29年2月 カイン州(ﾔﾝｺﾞﾝ RC) 消防車 1 台 

グレナダ H29年2月 グレナダ消防庁 消防車 1 台 

エルサルバドル H29年2月 エルサルバドル赤十字 救急車 1 台 

エルサルバドル H29年2月 社会参画局 救急車 1 台 

エルサルバドル H29年2月 エルサルバドル消防隊 消防車 1 台 

フィリピン H29年3月 フィリピン消防局 救急車 14 台、救助工作車 1 台、

消防車 2 台 

スリランカ H29年3月 ゴール市 ＊塵芥収集車 5 台 

ミャンマー H29年3月 ティラワ経済特別区 ＊消防車 4 台 

チリ H29年3月 国家非常事態省 ＊地震体験車 1 台 

アルゼンチン H29年3月 エスコバル義勇消防隊 ＊はしご車 1 台 

ウルグアイ H29年3月 リベラ県庁 巡回診療車 1 台 



ウルグアイ H29年3月 ウルグアイ消防庁 消防車 4 台 

ウルグアイ H29年3月 ウルグアイ消防庁 消防車 4 台 

ウルグアイ H29年3月 タクアレンボ県庁 救急車 1 台 

ウルグアイ H29年3月 サンホセ県庁 救急車 1 台 

キューバ H29年3月 オックスファム/NGO 塵芥収集車 1 台 

バヌアツ H29年3月 バヌアツ空港公社 ＊空港化学消防車 1 台 

トンガ H29年3月 保健省 救急車 2 台 

キルギス H29年3月 ビシュケク市消防局 消防車 2 台 

ガボン H29年3月 シュバイツァー病院 救急車 2 台 

 

＃人材育成事業 

日本から寄贈した特殊車両などの資機材を、安全かつ効率的に、長く使用して

もらえるよう、人材育成・能力開発に特化した事業に、引き続き取り組んだ。

公益財団法人ＪＫＡの公益事業振興補助を受け（補助率 2／3）、「開発途上国に

おける防災技術分野の人材育成と国際交流の推進事業」として実施した。これ

までに当協会リサイクル援助事業で 20 台以上の寄贈実績がある国で、かつ技術

指導の要請が高い国として、アルゼンチンの義勇消防隊（ボランティア消防隊）

本部の協力を得て、消防技術およびメンテナンスの専門家計 4 名を派遣、北部

地方の消防隊と、首都ブエノスアイレス郊外の消防隊とで各 1 週間の研修を実

施した。講師陣の活躍により受け入れ機関の評価は高く、また、アルゼンチン

のやり方を積極的に伝えて助言を求める参加者が多かった。講師からも、事業

の意義と手応えを感じたというコメントが寄せられた。 

 

＃国際コンサルタント業務に関する懇談会 

外務省国際協力局の幹部と国際開発コンサルタント業界との意見交換会を年数

回の割合で実施している。ＯＤＡを効率的かつ効果的に実施するため、途上国

のニーズに関する情報交換や援助の進め方について議論を交わしている。 

 

＃翻訳事業 

平成 28 年度も地方自治体、公益団体、企業、個人などから翻訳業務を受託した。

受注言語としては英語、中国語、ポルトガル語、スペイン語、フランス語があ

り、受注内容としては広報資料、ウェブ翻訳、技術マニュアル、公文書（レタ

ーなど）があった。 

 

 

［ その他の事業 ］ 

＃機関誌「日本外交協会報」の発行 



日本外交協会の会報は、例会の行われた月に講師の講演内容を中心に編集し

て発行している。外交は国民の支援と協力があってはじめて成果をあげるこ

とができるという観点から、可能な限り外務省の政策広報に力を入れている。

配布先は外務省、在外公館、自治体、関連団体など。 

 

＃講師派遣 

学生、社会人を対象に昨今の世界情勢などについて正確な情報を提供するた

め、大使ＯＢや外務省の現役幹部などを派遣。 

【28 年度実績】 

岡三証券主催の講演会（東京講演会と大阪講演会の２ヵ所）に日本外交協会

理事兼顧問、藤崎一郎前駐米大使を派遣。演題は「トランプ大統領のアメリ

カと日本」。 

 

＃学生会議、シンポジウムなどへの後援、協力 

日ロ学生会議、日韓学生会議など二国間の学生が一同に会して議論し、友好

を高める活動を設立以来、支援しているほか、国際交流団体などが実施する

イベントを支援している。 

 

 

以上 


